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要  約 

当場では、自然哺育において早期離乳（2 ヶ月離乳）を行うことで人工乳の摂取量が増加し第一

胃が早く発達して、27 年度改良目標（去勢）である肥育開始月齢の 8 ヶ月齢で 240kg を達成し、子

牛育成期間を短縮できる結果を得ている 1)。 

そこで、3ヶ月で離乳していた県内1繁殖農家において2ヶ月離乳の野外試験を実施した。 

１． 調査した 6 頭のうち 5 頭は体高、胸囲ともに正常発育曲線に沿った良好な発育をし、子牛市場

出荷時（以下、出荷時）には平均を上回っていた。雄 1 頭が、4 ヶ月齢まで発育曲線の-1.5σ

を下回っていたが、5 ヶ月齢を過ぎたころから-1.5σを上回り、出荷時にはほぼ平均までに発

育した。 

２． 出荷時の日齢体重（出荷時体重/生時から出荷時までの日齢）の平均は雄 1.02kg、雌 1.01kg で、

当該農場の過去 4 年間の平均（雄 0.99kg、雌 0.86kg）より大きく、特に雌は有意に大きかっ

た。 

 

 

緒  言 

当場は平成 21～23 年度に自然哺育で 3 ヶ月離乳と 2 ヶ月離乳の早期離乳試験を実施した。3 ヶ月

離乳より 2 ヶ月離乳の方が 14 週齢時のβ－ヒドロキシ酪酸の値が高く、成牛並みに第一胃が発達し

ていることが推測できた。また、2 ヶ月離乳の方が 8 ヶ月齢時の発育及び斉一性が良く、家畜改良

増殖目標（去勢）である 8 ヶ月で 240kg を全頭達成（6/6 頭）することができた(3 ヶ月離乳は 4/6

頭) 1)。そこで、3 ヶ月で離乳していた県内 1 繁殖農家で 2 ヶ月離乳の野外試験を実施した。 

 

 

材料及び方法 

1．供試牛 

3 ヶ月齢で離乳していた A 農場（飼養規模：繁殖牛 8 頭）の黒毛和種子牛 6 頭（雄 3 頭、雌 3 頭）

を 2 ヶ月齢（65～75 日齢）で離乳した。 

 

2．給餌飼料 

 子牛の配合飼料は人工乳を生後 5 日目から給与し、上限 2kg まで段階的に増加した。育成用飼料

への変更は 3 ヶ月齢から 3 週間かけて徐々に行い、給餌量は粗飼料と合わせて去勢 DG0.9kg、雌

DG0.8kg に設定した黒毛和種早期離乳マニュアル（当場で平成 25 年 4 月に策定）に従い給与した。 

 乾草（スーダン）は 30 日齢までの遊び食いから 60 日齢にかけて徐々に増加し、それ以降は不断

給餌とした。 
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3．調査の項目 

 1）体測 

   8 ヶ月齢までの体高、胸囲、腹囲を毎月測定し、体重は出荷時に測定した。 

 2）子牛の人工乳摂取量 

   生後 5 日目から離乳後、給餌量を完食するまで残飼を毎日測定した。 

  

4．試験期間 

試験期間は平成 25 年 10 月～平成 27 年 12 月とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 成  績 

1．調査した 6 頭のうち 5 頭は体高、胸囲ともに正常発育曲線に沿った良好な発育をし、出荷時に

は平均を上回っていた（図 1、2、3、4）。雄 1 頭（No.2）が 4 ヶ月まで発育曲線の-1.5σを下回

っていたが、5 ヶ月を過ぎたころから-1.5σを上回り、出荷時にはほぼ平均までに発育した（図

1、2）。 

2．人工乳摂取量は、離乳前は給餌量を食べず残飼が見られたが、離乳後は全頭残飼が無くなった。

特に発育の悪かった雄 1 頭（No.2）は離乳後人工乳摂取量が顕著に増加した（図 5）。 

3．出荷時の発育状況を表 2 に示した。日齢体重の平均は雄 1.02kg、雌 1.01kg で、A 農場の過去 4

年間の平均（雄 0.99kg、雌 0.86kg）より大きく、特に雌は有意に大きかった(図 6,7,表 3)。 
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図 1．雄子牛の発育（体高）               図 2．雄子牛の発育（胸囲） 
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図 3．雌子牛の発育（体高）              図 4．雌子牛の発育（胸囲） 

離乳 
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考  察 

野外試験においても 3 ヶ月離乳よりも 2 ヶ月離乳の方が子牛の発育および斉一性が良く、特に雌

が有意に大きくなったことは当場の結果と同じであった 1)。斉一性が良くなる要因としては、離乳

前は人工乳摂取量が少ない子牛もいるが、離乳後は全頭人工乳を完食するようになるため、2 ヶ月

離乳の方が第一胃の発達や発育の遅れを早期に解消できると推測された。 

早期離乳は子牛の発育効果以外に、母牛の繁殖機能の回復を早めることが報告されている 2)3)4)。

当場では発情回帰を待たず、ホルモン処理による定時人工授精により離乳前に初回種付けを開始し

ており、母牛の繁殖機能の回復については調査できていなかった。今回、A 農場で 2 ヶ月離乳した

母牛の繁殖成績は、離乳するまで発情を確認できなかった個体が 3 頭（50％）いたが、離乳後の発

情回帰により初回種付けで 3 頭とも受胎し、6 頭の平均空胎日数は 88 日と母牛の繁殖成績も良好で

あった。 
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